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【緒言】炭素材料の一つであるナノポーラスカーボン(NPC)は 5.5 wt%という高い水素吸蔵量を示

す。これは NPC のミクロ孔内では水素分子同士が強い相互作用により、高い水素吸蔵密度で吸蔵

できるからである。この現象はミクロ孔充填現象とよばれる。この現象は、液相において無極性

分子であるシクロヘキサンやベンゼンを吸着質として用いた場合、吸着質の分子量が大きくなる

につれて顕著になる 1)。今回は、NPC が極性分子である水を高い吸着密度で吸着することに着目

した 2)。NPCに極性分子かつ糖の最小単位であり分子量が 180 g/molのグルコースを吸着した場合

と、大きな分子量の多糖を吸着した場合で、分子量の差によって NPCの吸着密度が変化すると考

えた。よって本報告では糖を吸着質として用いた NPC の吸着特性を調査した。 

【実験方法】籾殻炭を原料としアルカリ賦活処理により、吸着剤である NPC を合成した。NPC の

糖の吸着特性は、フェノール硫酸法を用いた糖の定量により評価した。検量線を作成するために

濃度を 74、144、222、300 ppm に調製したグルコース水溶液を用いた。グルコース水溶液 2 ml に

5 w/v %フェノールを 2 ml加え、濃硫酸を 10 ml 加えた。10分静置した後、激しく攪拌し 30分静

置した。得られた溶液に対して測定波長 490 nmで吸光度を測定し、それぞれの濃度における吸光

度により検量線を作成した。糖吸着実験は NPC を 20 mg 量りとり、検量線の範囲内の濃度で調

製した糖溶液を 30 ml 加え吸着させた。糖吸着実験後に 1 時間攪拌した溶液、1 時間攪拌した後

に 8 時間放置した溶液、比較のため試料を未投入の溶液をそれぞれろ過した。検量線作成時と同

様の手順で溶液を調整して測定波長 490 nmの吸光度を測定し、検量線をもとにグルコース濃度減

少量を算出した。 

【結果と考察】Figure 1 にフェノール硫酸法を用いた検量線を示す。相関係数が 0.99 よりも大き

な値を示しており、ばらつきが少なく良好な検量線を得た。Table 1に NPCの投入前後におけるグ

ルコース濃度減少量を示す。NPCを投入したところ、溶液内のグルコース濃度が急激に低下した。

また吸着時間が1時間から9時間に増加しても濃度減少量に大きな変化は無かった。そのためNPC

の糖吸着は 1時間でほぼ進行し、以降は律速になると考えられる。 

Fig.1 Calibration curve of sugar concentration. 

Table 1 Concentration decreased of sugar solution with NPC. 
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